





















The present paper handles the issue of structural optimization using multi-objective genetic 
algorism with objective functions of strain energy and redundancy. This paper shows the examination of 
the issue of optimization with respect to shape and section of structural member, on the latticed shell 
structures, and examines the optimized solutions provided by a search by SPEA2, and suggests a 
structural form design method about redundancy. 











































































































曲げの応力-歪関係 引張の応力-歪関係 圧縮の応力-歪関係 
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ここで， 






















す。図 1 では，x，z 軸座標共に境界付近の加速度応答が
大きく，z 方向については逆対称の加速度応答なった。 
 
x 方向（t=3.450sec） ｚ方向(t=6.098sec) 
  
  
図 2 100gal 入力時の静的設計用地震荷重 
































時ならば 25gal ずつ増分するものとする。GA パラメータ




CENTRO NS，TAFT EW による静的設計用地震荷重を用
いた解析例を解析 B，解析 C とする。 
 
母集団個体数 90 交叉率/突然変異率 95％/0.5～5％ 
パレート個体数 15 世代数 500 
表 2 GA パラメーター 
 




形状図と歪エネルギー・冗長性を図 3 に示す。近似パ 
レート個体の存在位置を図 4～6 に示す。代表個体の一 
節点の荷重－変位関係を図 7～9 に示す。図 4～6 より 
歪エネルギーと冗長性がトレードオフであることがわ 
かる。また，多様な非劣個体群の生成に成功してるこ 
とがわかる。図 3，図 7 より解析 A は，解析モデル形 
状をくびれのある形状とすることによって剛性が低い 
が冗長性の大きいパレート解を得ていることがわかる。 
図 3，図 8 より解析 B は，解析 A と同様に解析モデル 
形状をくびれのある形状とすることによって冗長性が 
大きいパレート解を得ていることがわかる。解析 B は， 
個体 15B のような初期降伏荷重を小さくするだけでな 
く，崩壊荷重を大きくすることにより冗長性を大きく 
しているパレート解がいくつか確認された。解析 C は， 
くびれのある形状に加えて，個体 15C のような曲率の 
大きな丸みを帯びた形状が得られた。図 9 より個体 15C 




ES=7.82kNm / R=0.023 ES=3.47kNm / R=0.163 ES=3.77kNm / R=0.176 
   
ES=8.85kNm / R=0.136 ES=3.62kNm / R=0.296 ES=4.69kNm / R=0.326 
   
ES=12.86kNm/ R=0.188 ES=9.30kNm / R=0. 330 ES=6.31kNm / R=0.163 













































































個体 1A 個体 1Ｂ 個体 1C 
個体 15A 個体 15B 個体 15C 





































































る。鉛直下向き荷重時の個体 0 と解析 B 代表個体の代表
節点加速度応答を図 10～13 に，TAFT EW 入力時の軸応
力度最大時刻歴における加速度分布を図 14 に示す。 
図 10～13 を見ると，x 方向の加速度応答については，
どの解析モデルにおいてもほぼ同様であると言える。ｚ
方向の加速度分布については，個体 9C，個体 15C は加速
度応答が少なくなっており，特に個体 15C は丸みを帯び
た剛性の高い形状であるため，ｚ方向の加速度応答が抑




































図 10 個体 0の加速度応答(TAFT EW100gal 入力) 
 
図 11 個体 1C の加速度応答(TAFT EW100gal 入力) 
 
図 12 個体 9C の加速度応答(TAFT EW100gal 入力) 
 
図 13 個体 15C の加速度応答(TAFT EW100gal 入力時) 
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